
アドバンテージ規則の面白さ 
 
 
お互いに全力を尽くし合うために、ゲームが途切れないことが絶対条件です。 
第 7条競技方法の物質的なものと、第 8条アドバンテージ規則という精神的なものの両方が

合体し機能して初めて競技がスムースに進行し、本当に楽しめるのです。 
試合は大小様々なプレーの歯車（7 条）が噛み合って回転することに例えられます。回転の

エネルギーはプレーヤーの power です。flair によって歯車の組み合わせの妙が生まれ、アドバ
テージ規則（8 条）は回転をスムースにする潤滑油で、それを注入するのはレフリーです。ラ
グビー競技の主役は勿論プレーヤーである人間ですが、人間の知恵が生み出したもう一人の人
間であるレフリーは、楽しいゲームを作り出すためにプレーヤーと協同作業をするのが役目で、
16 番目のプレーヤーであるとも言われています。 
 

ADVANTAGEは利益、優越という意味ですが、ADVANTAGE LINEという用語がよく使われ
ました。equal conditionから公平に始め、競技進行中は利益と不利益のやりとりの戦いです。セッ
トプレーでの利益境界線 advantage line は、以前はスクラム、ラック／モール、ラインアウトそ
れぞれ現在と違ってボールの線でした。現在は最後線又は 10mですから、ボールの線より後ろ
で、展開をしやすくなっています。一方、オーンプレーも刻々利益追求活動の連続です。プレー
の流れの中ではミスのほかいろいろなことが起こります。そんな時の反則のなかったチーム利
益優先の思想は人間性豊かな面白い規則です。 
レフリーではなく、キャプテンが問題を話し合って解決した時代には相手のミス、例えばノッ

クオンがあっても、そのミスを味方が逆に有利になるように処理しプレーを続けることは当り
前のことであり、キャプテンがアピールしないで、全力で戦い続けました。第 7条にあげられ
ている「できることを全力でする」のがスポーツマンとして当然至極のことで、そうした方が
ずっと楽しくもあるのです。 
スムースに試合が進行するようにレフリーが導入されて、まかされたレフリーはニュートラ

ルなだけミスに対する処置が微妙になりました。そのような場合のルールがアドバンテージ
ローです。 
 

  
1971年 競技規則 第8条          2000年 競技規則 第8条 

 
 



 1971 年競技規則ではレフリーは競技中に反則があってもその結果相手側利益を得る可能性
ある場合、笛をふいてはいけない must notと、レフリーへの指示の形をとっています。 
2000年競技規則を開いてみましょう。定義を読んでください。最後のところで、「referee does 

not whistle」となっています。ルールを整理する段階で、プレーヤーむきに分かり易くされまし
た。そして、一方でレフリーは「16人目のプレーヤー」という思想を表面に出してプレーヤー
の心がけをただしました。 
殆どのルールに優先ということは、プレーヤーが第 7条のできることをやっているならばミ

ス以外何も問題がないということで、基本に係わる重要なことです。 
 
プレーヤーは、レフリーは笛を少なくするという目標に向かって努力しているという認識の

もとに、反則を減らす努力をしなくてはなりません。中断を少なくしてゲームの展開継続を図
るのが目的にそって、反則しないで、そしてどんな事があっても笛を待たないでプレーし続け
る事が大切です。 
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